
（1）　令和 6 年 11 月

　

10
月
３
日
、
農
業
委
員
会
を
代
表
し

て
、
森
本
茂
会
長
・
藤
井
博
副
会
長
・

常
任
委
員
が
市
役
所
本
館
２
階
特
別
会

議
室
で
「
高
槻
市
農
地
等
利
用
最
適
化

推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
」
を
濱
田

剛
史
市
長
に
手
交
し
、
手
交
後
に
は
本

市
が
抱
え
る
農
業
に
関
す
る
課
題
等
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
意
見
は
、
翌
年
度
の
市
政
や
市
予

算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
毎
年
こ
の
時

期
に
市
長
へ
提
出
し
て
い
る
も
の
と
な

り
ま
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内

10
地
区
で
開
催
さ
れ
た
実
行
組
合
長
出
席
の

農
政
懇
談
会
で
の
意
見
を
始
め
、
農
業
者
・

農
業
関
係
団
体
等
か
ら
広
く
出
さ
れ
た
現
場

の
声
や
、農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
の
意
見
・

要
望
を
も
と
に
、
９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

農
業
委
員
会
定
例
総
会
で
議
決
さ
れ
た
も
の

に
な
り
ま
す
。

　

意
見
書
は
、
4
つ
の
テ
ー
マ
「
都
市
農
業

振
興
施
策
全
般
」「
地
産
地
消
や
食
育
啓
発
、

主
産
地
育
成
事
業
の
推
進
」「
農
地
の
保
全

に
向
け
た
農
業
施
設
の
整
備
」「
農
空
間
を

取
り
巻
く
良
好
な
環
境
の
形
成
」
と
「
付
帯

す
る
意
見
・
要
望
」
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
特
に
今
年
度
は
、
農
業
者
の

営
農
意
欲
低
下
や
、
病
害
虫
の

発
生
な
ど
周
辺
農
地
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
や
解
消
に
向
け
た
施

策
、
今
後
よ
り
深
刻
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
担
い
手
不
足

へ
の
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
様
に
、
耕
作
意
欲
を

大
き
く
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な

る
有
害
鳥
獣
、
と
り
わ
け
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
関
し

て
、
さ
ら
な
る
対
策
・
支
援
を

講
ず
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
農
業
者
を
取
り
巻

く
近
年
の
切
実
な
状
況
を
受
け
、
今
年
度
の
意

見
書
で
は
本
市
農
業
の
持
続
的
発
展
を
見
据
え
、

農
業
者
に
寄
り
添
っ
た
施
策
や
支
援
も
求
め
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
書
全
文
と
回
答
は
次
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

１ 都市農業振興施策全般について
▽担い手の確保、遊休農地の発生防止、解消
▽農業者との積極的な意見交換の実施など

２ 地産地消や食育啓発、主産地育成事業の推進について
▽学校給食における地産地消の推進など

３ 農地の保全に向けた農業施設の整備について
▽農道・水路等の整備及び農業基盤保全事業の利
　用促進、農業用水の確保・保全など

４ 農空間を取り巻く良好な環境の形成について
▽有害鳥獣対策の充実・強化及びジャンボタニシの
　駆除、ため池や農地の安全確保など

【付帯する意見・要望】
▽各地区における意見・要望

※全文は、市からの回答と合わせて次号に掲載予定
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        森本会長から濱田市長に意見書を手交

 前列左から森本会長、濱田市長
後列左から髙谷委員、上田委員、

八十副市長、藤井副会長、下村委員

令和
7年度

意見書の概要

農業者の声を濱田市長に手交
担い手不足や有害鳥獣被害への

対策などを要望



令和 6 年 11 月　（2）

農
業
・
農
村
・
農
政
の
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
お
届
け
、
経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業

総
合
専
門
紙
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

購
読
料
：
月
額
７
０
０
円

発
行
元
：
全
国
農
業
会
議
所

発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

申
込
先
：
農
業
委
員
会
事
務
局

問
合
せ
：
☎
６
７
４
ー
７
４
２
１

全 国 農 業 新 聞

7 月 17 日	 第７回定例総会・第７回常任会議
7 月 22 日～		各地区遊休農地対策協議会開始
8 月 16 日	 第８回定例総会・第８回常任会議
9 月 13 日	 第９回定例総会・第９回常任会議
9 月 20 日～		各地区遊休農地利用状況調査開始
10 月 3 日	 「高槻市農地等利用最適化推進施策等
	 	 に関する意見」手交式
10月 17日	 第 10 回定例総会・第 10回常任会議
10月 24日	 大阪府農業委員会大会
11月6日・7日　視察研修
11月 14日	 第 11 回定例総会・第 11回常任会議

農業委員会の活動
（令和６年 7月～ 11月）

　

農
地
の
貸
借
（
利
用
権
設
定
）
に

関
す
る
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

９
月
号
の
記
事
で
ご
案
内
し
ま
し

た
が
、
現
在
、
市
街
化
調
整
区
域
内

の
利
用
権
設
定
に
よ
る
農
地
貸
借

は
、
①
貸
し
手
と
借
り
手
の
２
者
間

で
貸
借
す
る
も
の
（
上
右
図
）
と
、

②
公
的
機
関
で
あ
る
農
地
中
間
管
理

機
構
の
、「
一
般
財
団
法
人
大
阪
府

み
ど
り
公
社
」
を
経
由
し
た
３
者
間

で
貸
借
す
る
も
の
（
上
左
図
）
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
②
に
統
合
さ

れ
ま
す
。

　

①
の
期
間
終
了
に
伴
う
更
新
及
び

新
規
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
12
月
27
日
（
必
着
）
ま
で
市
街
に

ぎ
わ
い
部
農
林
緑
政
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

そ
れ
以
降
に
、
①
の
現
貸
借
期
間

が
終
了
さ
れ
る
方
、
及
び
新
た
に
貸

借
を
さ
れ
る
方
は
②
の
方
法
の
み
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
①
②
に
関
わ

ら
ず
、
現
在
の
貸
借
期
間
が
終
了
す

る
ま
で
、
そ
の
貸
借
は
有
効
と
な
り

ま
す
の
で
、
特
に
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

①
に
つ
い
て
は
市
街
に
ぎ
わ
い
部

農
林
緑
政
課
（
☎
０
７
２・６
７
４
・

７
４
０
２
）
に
、
②
に
つ
い
て
は
、

市
街
に
ぎ
わ
い
部
農
林
緑
政
課
又
は

市
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農地の貸借方法が変わります

②公的機関を経由した
　３者間による貸借

①２者間による貸借

令和６年１２月２７日（必着）まで農地中間管理機構
（大阪府みどり公社）

貸
貸

借
借

現貸借終了
から順次

統合

申請は

高槻市農業委員会だより



（3）　令和 6 年 11 月　

　

ゆ
っ
く

り
育
つ
こ

と
は
、
野

菜
本
来
の

美
味
し
さ

に
繋
が
る
、

そ
れ
を
信
じ

て
野
菜
作
り

を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

農
薬
や
化

学
肥
料
は
使

わ
ず
、
植
物

性
有
機
肥
料

の
み
を
使
用

し
、
よ
り
自

然
に
近
い
環

境
で
耕
作
さ

れ
、
最
終
的
に
は
緑
肥
に
よ
る

有
機
物
の
供
給
・
圃
場
の
雑
草
・

残
渣
を
た
い
肥
化
し
た
上
、
圃
場

に
還
元
す
る
、
持
続
可
能
な
「
循

環
型
農
業
」
を
目
指
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

元
々
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
圃
場
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
畑
作
を

行
う
た
め
に
排
水
対
策
な

ど
で
大
変
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
立
派

な「
畑
地
」に
な
り
ま
し
た
。

　

種
か
ら
育
苗
す
る
作
物

は
、
今
後
作
付
け
す
る
分

も
合
わ
せ
る
と
40
種
類
以

上
に
な
り
、
品
種
数
に
す

る
と
100
種
類
を
超
え
る
な

ど
、
多
種
多
様
な
作
物
を

作
ら
れ
、
収
穫
さ
れ
た
野

菜
は
、
個
人
販
売
や
農
風

館
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

清
水
地
区(

塚
脇)

で
令
和
５
年
に
就
農

し
、
農
園
「
テ
ラ
・

ソ
ー
レ
」
を
営
む
戸

田
清
治
・
智
子
さ
ん

ご
夫
婦
。

　

農
園
の
名
前
の
由

来
は
イ
タ
リ
ア
語
で

「
テ
ラ
」
は
「
大
地
」

「
ソ
ー
レ
」は「
太
陽
」

と
い
う
意
味
で
太
陽

と
大
地
と
「
摂
津
峡

か
ら
の
清
流
」
の
恵

み
の
下
、
じ
っ
く
り

…
ゆ
っ
く
り
…
と
時

間
を
か
け
て
、
大
切

に
育
て
た
野
菜
を
届

け
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

新規就農者（戸田さん）をご紹介

清
水
地
区

（
塚
脇
）

お
い
し
い
品
種
・
土
地
に
あ
っ
た
品
種
に

こ
だ
わ
り
、
種
か
ら
育
苗

　

10
月
24
日
に
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
大
阪
府
農
業
会
議

設
立
70
周
年
記
念
「
大
阪
府
農

業
委
員
会
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

高
槻
市
か
ら
は

橋
長
俊
彦
前
農

業
委
員
会
会
長

が
感
謝
状
を
、
中

村
玲
子
委
員
が

農
業
委
員
永
年

在
任
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
授
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

橋
長
前
会
長

は
、
農
業
委
員
に

就
任
し
た
平
成

26
年
か
ら
昨
年

の
７
月
ま
で
高
槻
市

農
業
委
員
会
会
長
、

ま
た
大
阪
府
農
業
会

議
で
は
副
会
長
を
務

め
ら
れ
、
本
市
は
も

と
よ
り
大
阪
府
下
に

お
け
る
農
業
委
員
会

の
活
動
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
委
員
は
平
成

８
年
に
農
業
委
員
に

初
め
て
就
任
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
長

年
農
業
委
員
会
の
活

動
に
尽
力
さ
れ
、
今
回
農
業
委

員
在
任
20
年
の
功
績
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

大
阪
府
農
業
委
員
会
大
会
で

　
橋
長
俊
彦
前
農
業
委
員
会
会
長

　
　
　
と
中
村
玲
子
委
員
が
表
彰

高槻市農業委員会だより

戸田清治さんと妻の智子さん

ズッキーニだけでも４品種栽培。ニーズに
合わせた野菜を提案・販売

農業委員会大会の様子

橋長俊彦前農業委員会長



に
は
江
戸
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て

き
た
酢
造
り
の
た
め
の
道
具
や
、

醸
造
な
ど
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

２
日
目
は
知
多
郡
美
浜
町
に
あ

る
ち
た
フ
ル
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

ち
た
フ
ル
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
は

様
々
な
品
種
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
を
は
じ
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や

バ
ナ
ナ
な
ど
の
生
産
販
売
や
、
果

樹
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
行
う
観
光

農
園
で
す
。

　

創
意
工
夫
さ
れ
た
地
元
特
産
物

の
生
産
・
販
売
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
の
取
組
み
事
例
を
現
地
で
視

察
し
た
今
回
の
研
修
は
、
本
委
員

会
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

産
地
直
売

所
で
、
知

多
半
島
の

農
畜
産
物

の
魅
力
を

発
信
し
て

い
る
施
設

に
な
り
ま

す
。
ま
た
、

敷
地
内
に

は
農
業
体

験
を
行
え

る
圃
場
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
温
泉

施
設
も
備
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
な
ど
全
国

で
も
有
数
の
産

地
直
送
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
日
訪
れ

た
ミ
ツ
カ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
ミ
ツ
カ
ン
グ

ル
ー
プ
が
運
営

す
る
体
験
型
情

報
発
信
施
設
と

し
て
平
成
27
年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
施
設

　

11
月
６
日
・
７

日
の
２
日
間
、
愛

知
県
を
訪
れ
、
農

業
振
興
等
に
関
す

る
３
箇
所
の
施
設

を
視
察
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
は
農

産
物
の
生
産
の
み

な
ら
ず
、
観
光
農

園
や
加
工
販
売
等

を
行
う
６
次
産
業

化
や
農
商
工
連
携
な

ど
を
行
う
農
業
者
施

設
等
を
視
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
委
員
の

資
質
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
研
修
で
す
。

　

初
日
は
大
府
市
に

あ
る
JA
あ
ぐ
り
タ
ウ

ン
げ
ん
き
の
郷
と
、

半
田
市
に
あ
る
ミ
ツ

カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

JA
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン

げ
ん
き
の
郷
は
、
平

成
12
年
に
開
業
し

た
日
本
最
大
級
の

令和 6 年 11 月　（4）

愛
知
県
へ
視
察
研
修
を
実
施

　９月から 10 月にかけて、市内各地の学習田で、小学生たちが稲刈りを体験しました。子どもたちが６月
に植えた苗は順調に育ち、稲穂がたわわに実っていました。
　地元農家の方々による指導の下、子どもたちは慣れない鎌の使い方や、稲を掴むことに試行錯誤し、時に
は虫に驚いたりしながらも、一生懸命に取り組んでいました。

学校学習田で小学生たちが稲刈り体験

PhotoPhotoPhoto NewsNewsNewsPhoto News
高槻市農業委員会だより

ちたフルーツビレッジを視察する委員

稲刈りの指導を行う辻﨑委員（左）岩委員（中央）藤井副会長（右）

げんきの里で研修を受ける委員


